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この度の東北地方太平洋沖地震で、甚大な被害を受け

られた被災地の皆様に深くお見舞い申し上げます。

一日も早い復興を心からお祈り申し上げます。

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
中
区
基
町

の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
三
月

二
十
四
日
、「
平
成
二
十
二
年
度
臨
時
総

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
の
冒
頭
で
植
田
賢
治
会
長

は
、
同
月
十
一
日
に
発
生
し
た
「
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
」
の
被
災
者
や
犠
牲
者

に
お
見
舞
い
と
哀
悼
の
意
を
表
明
。
そ
の

上
で
昨
年
を
振
り
返
り
、
商
工
会
設
立
の

原
点
で
あ
る
「
会
員
の
た
め
の
商
工
会
」

を
掲
げ
て
、
巡
回
訪
問
を
商
工
会
活
動
の

使
命
と
位
置
付
け
て
推
進
し
た
こ
と
を
強

調
。
来
年
度
も
引
き
続
き
「
す
べ
て
は
会

員
の
た
め
に
」
を
活
動
理
念
に
商
工
会
活

動
に
取
り
組
む
意
欲
を
新
た
に
し
、
役
職

員
の
意
識
改
革
を
率
先
し
て
実
行
し
て
、

会
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
強
い
気
持
ち
で
臨

む
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

植
田
会
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
江
田

島
市
商
工
会
の
濱
野
博
道
会
長
を
議
長
に

選
出
し
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
上
程
さ
れ

た
第
一
号
議
案
か
ら
第
六
号
議
案
の
す
べ

て
が
原
案
ど
お
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
二
年
度
収
支
補

正
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件

第
三
号
議
案
　
平
成
二
十
三
年
度
県
連
合

会
会
費
賦
課
基
準
（
案
）
お
よ
び
徴
収

方
法
（
案
）
承
認
の
件

第
四
号
議
案
　
平
成
二
十
三
年
度
電
子
計

算
機
処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）
お

開会挨拶する植田賢治会長

広島県商工会連合会臨時総会風景

「
す
べ
て
は
会
員
の
た
め
に
」
を

活
動
理
念
に
、
三
つ
の
重
点
事

業
を
積
極
展
開
す
る
方
針
表
明
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提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
二
年
度
収
支
補

正
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件

第
三
号
議
案
　
平
成
二
十
三
年
度
会
費
賦

課
基
準
（
案
）
お
よ
び
徴
収
方
法
（
案
）

承
認
の
件

第
二
号
議
案
の
来
年
度
事
業
計
画
案
で

執
行
部
は
、「
将
来
的
な
経
営
の
予
想
が
非

常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
」
と
の
見
方
を

示
し
、
変
化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
抜
く

た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ド
に
『
共
存
・

共
感
・
共
栄
』
を
掲
げ
、
青
年
部
員
の
英

知
と
行
動
力
を
結
集
し
て
　
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
す
　
こ
と
を
宣
言
。
Ｗ
Ｉ
Ｎ
―

Ｗ
Ｉ
Ｎ
　
の
関
係
づ
く
り
こ
そ
商
工
会
青

年
部
の
大
き
な
存
在
意
義
と
位
置
付
け

て
、
絆
と
連
携
　
に
よ
る
新
た
な
付
加
価

値
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
造

を
目
指
す
方
針
を
強
く
打
ち
出
し
ま
し
た
。

よ
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第
五
号
議
案
　
平
成
二
十
三
年
度
借
入
金

最
高
限
度
額
（
案
）
お
よ
び
借
入
先
承

認
の
件

第
六
号
議
案
　
規
約
の
一
部
改
正
（
案
）

承
認
の
件

第
二
号
議
案
の
平
成
二
十
三
年
度
事
業

計
画
書
案
で
は
、
来
年
度
は
「
す
べ
て
は

会
員
の
た
め
に
」
を
活
動
理
念
に
、
役
職

員
自
ら
意
識
改
革
を
図
り
、
総
力
で
商
工

会
活
動
に
取
り
組
む
意
思
を
宣
言
。
商
工

会
職
員
と
本
県
連
職
員
が
連
携
を
強
め
、

『
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
』『
地
域
活
性
化

対
策
の
推
進
』『
商
工
会
の
機
能
強
化
』

の
三
つ
を
柱
に
、
各
種
事
業
を
積
極
的
に

展
開
す
る
考
え
を
伝
え
ま
し
た
。
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
は
、
昨
年
度
同
様
、

全
商
工
会
員
さ
ん
「
と
こ
と
ん
」
巡
回
訪

問
の
推
進
を
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、

経
営
革
新
事
業
計
画
の
支
援
策
も
強
め
る

方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。
中
小
企
業
応
援

セ
ン
タ
ー
に
代
わ
る
新
規
事
業
「
中
小
企

業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業
」
で
、

中
小
企
業
が
抱
え
る
経
営
課
題
へ
の
支
援

体
制
を
強
化
し
、
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
の
自

計
化
会
員
や
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
の
加
入

口
数
の
増
口
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
対
策
の
推
進
で
は
、
来
年

度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
「
地
域
資
源
活

用
型
飲
食
店
活
性
化
支
援
事
業
」
を
導
入

し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
魅
力
的
な
メ

ニ
ュ
ー
開
発
の
支
援
に
乗
り
出
す
こ
と
を

報
告
。
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
事
業
で
は
、

情
報
コ
ー
ナ
ー
へ
の
県
の
支
援
の
廃
止
に

伴
い
、
４
月
に
は
、
店
内
の
一
部
改
装
を

行
う
が
、
市
町
村
振
興
協
会
と
の
連
携
を

さ
ら
に
強
め
、
物
販
・
情
報
コ
ー
ナ
ー
の

充
実
・
強
化
に
努
め
ま
す
。

商
工
会
の
機
能
強
化
で
は
、
組
織
率
向

上
に
強
い
姿
勢
で
臨
む
考
え
を
示
し
ま
し

た
。
全
商
工
会
員
さ
ん
「
と
こ
と
ん
」
巡

回
訪
問
の
強
化
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
に
蓄

積
し
た
分
析
デ
ー
タ
を
会
員
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
で
、
会

員
サ
ー
ビ
ス
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
り
、

商
工
会
事
業
評
価
制
度
の
確
立
に
向
け
て

も
力
強
く
取
り
組
み
ま
す
。

関
連
が
あ
る
こ
と
か
ら
一
括
上
程
さ
れ

た
第
二
号
議
案
か
ら
第
五
号
議
案
の
集
中

審
議
後
、
植
田
会
長
か
ら
「
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
」
に
関
す
る
緊
急
動
議
が
提

起
さ
れ
ま
し
た
。
地
震
災
害
に
対
す
る
義

援
金
の
拠
出
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
に
伴
う
平
成
二
十
二
年
度
補
正
予
算
と

平
成
二
十
三
年
度
予
算
の
修
正
に
関
す
る

承
認
を
求
め
る
も
の
で
、
各
商
工
会
で
の

拠
出
方
法
や
拠
出
時
期
等
に
つ
き
、
意
見

が
出
さ
れ
た
の
ち
に
全
員
一
致
で
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
「
平

成
二
十
二
年
度
臨
時
総
会
」
が
三
月
十
日
、

福
山
市
三
之
丸
町
の
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
先
が
け
て
「
平
成
二
十
二

年
度
第
五
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」
が

開
か
れ
、
有
限
会
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
ド

リ
ー
ム
の
古
田
仁
代
表
が
　
姿
勢
を
経
営

に
生
か
す
　
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
古
田
代

表
に
よ
る
講
演
は
、
昨
年
七
月
の
青
年
部

研
修
会
に
続
い
て
二
回
目
。
古
田
代
表
は

「
美
し
い
姿
勢
が
も
た
ら
す
心
と
生
き
方
の

変
化
」
と
い
う
前
回
の
内
容
か
ら
少
し
視

点
を
変
え
、
正
し
い
姿
勢
を
心
身
の
健
康

だ
け
で
な
く
、
企
業
活
動
の
健
全
化
に
生

か
す
た
め
の
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

研
修
会
後
に
開
か
れ
た
臨
時
総
会
で

は
、
府
中
町
商
工
会
の
山
田
晃
部
長
を
議

長
に
選
出
し
、
三
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
第
一
号
議
案
は
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
。
続
い
て
山
田
部
長
は

第
二
号
議
案
と
第
三
号
議
案
を
関
連
議
案

と
し
て
一
括
上
程
。
議
案
承
認
を
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

広島県商工会青年部連合会
臨時総会風景

広島県商工会青年部連合会正副会長

Ｗ
Ｉ
Ｎ
―

Ｗ
Ｉ
Ｎ
　
の
関
係
づ
く

り
を
推
進
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
獲
得
を
目
指
す

「
平
成
二
十
二
年
度

臨
時
総
会
」
開
催

広 島 県 商 工 会
青 年 部 連 合 会
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加
藤
秀
夫
教
授
が
　
食
に
よ
る
健
康
美
を

語
る
〜
広
島
の
旬
と
地
産
地
消
か
ら
〜
○

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
加
藤
教
授
は
身
近
な

食
材
の
話
題
を
取
り
上
げ
た
り
、
ク
イ
ズ

や
実
験
を
交
え
た
り
し
な
が
ら
面
白
お
か

し
く
食
の
謎
を
解
き
明
か
し
、
会
場
を
埋

め
た
女
性
部
員
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

研
修
会
後
、
事
務
局
か
ら
の
伝
達
事
項

で
、
昨
年
十
一
月
に
開
か
れ
た
「
第
十
二

回
商
工
会
女
性
部
全
国

大
会
」
の
「
平
成
二
十

一
年
度
女
性
部
員
増
強

運
動
」
表
彰
式
で
、
大

崎
上
島
町
商
工
会
女
性

部
が
　
商
工
会
女
性
部

門
　
で
全
国
一
位
、
広

島
県
女
性
連
が
　
県
女

性
連
部
門
　
で
全
国
五

位
に
な
り
、
全
国
商
工

会
女
性
部
連
合
会
の
末

武
栄
子
会
長
か
ら
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

同
月
東
京
都
で
開

催
さ
れ
た
「
商
工
会
法

施
行
五
十
周
年
記
念
式

典
」
の
表
彰
式
で
、

『
経
済
産
業
大
臣
表
彰
』

『
中
小
企
業
庁
長
官
表

彰
』『
全
国
商
工
会
連

合
会
会
長
表
彰
』
三
部

門
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

各
部
門
で
広
島
県
女
性

連
関
係
者
が
受
賞
し
た

こ
と
に
関
連
し
、
被
表
彰
者
に
対
す
る
表

彰
伝
達
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

臨
時
総
会
で
は
、
祗
園
町
商
工
会
女
性

部
の
田
坂
綾
部
長
を
議
長
に
選
任
し
、
議

案
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た

議
案
は
、
平
成
二
十
二
年
度
収
支
補
正
予

算
書
案
な
ど
の
四
つ
。
第
一
号
議
案
は
原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
、
田
坂
議
長
は
第

二
号
議
案
か
ら
第
四
号
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
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こ
の
方
針
の
背
景
に
は
、
広
島
県
青
連

が
昨
年
度
開
催
し
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
」
の
成
功
体
験
が
あ
り
、
そ
の

実
践
経
験
を
足
が
か
り
に
、
来
年
度
は
部

員
そ
れ
ぞ
れ
が
今
ま
で
以
上
に
よ
り
強
固

な
相
互
関
係
を
築
き
、
そ
の
関
係
を
各
々

の
事
業
活
動
に
生
か
せ
る
仕
組
み
を
作
り

た
い
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
島
県
青
連
で
は
　
Ｉ
　
で
始
ま
る
五

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｄ

Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
（
自
立
）
＝
組
織
活
性
化
の
推

進
　
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
創
出
）＝

資
質
向
上
の
推
進
　
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ
（
国
際
化
）
＝
青
年
部
員
の

国
際
化
へ
の
対
応
　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
情
報
）
＝
広
報
活
動
の
推
進
○

●
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
交
流
）＝
交
流
事
業
の
推
進

）

を
テ
ー
マ
に
、
来
年
度
も
各
種
事
業
を
積

極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
の
「
平

成
二
十
二
年
度
臨
時
総
会
」
が
三
月
八
日
、

南
区
元
宇
品
町
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
広
島
で
開
か
れ
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
先
が
け
て
「
平
成
二
十
二

年
度
第
三
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会
」
が

開
か
れ
、
県
立
広
島
大
学
健
康
科
学
科
の

『
商
工
会
女
性
部
全
国
組
織
化
45

周
年
』
を
迎
え
、
よ
り
い
っ
そ

う
積
極
的
な
事
業
展
開
目
指
す

「
平
成
二
十
二
年
度

臨
時
総
会
」
開
催

広 島 県 商 工 会
女 性 部 連 合 会
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〝

〞

ジブラルタ・ロックは、安定性と信頼の象徴

何百年もの間、荒波にもまれながらも形を変えない岩何百年もの間、荒波にもまれながらも形を変えない岩

ジブラルタ・ロックジブラルタ・ロック
それが、わたしたちのシンボルですそれが、わたしたちのシンボルです

何百年もの間、荒波にもまれながらも形を変えない岩

ジブラルタ・ロック
それが、わたしたちのシンボルです

企業の経営者様と従業員を守る、商工貯蓄共済付加保障制度
（担当：広島エリア）

コールセンター　0120－372269（ミナジブロック）
HPアドレス　　  http://www.gib-life.co.jp/  



経
営
者
代
表
）
ほ
か
、
理
事
二
人
。

教
壇
に
立
っ
た
う
ち
の
一
人
、
大
下
副

会
長
は
教
員
免
許
の
持
ち
主
で
、
課
外
授

業
で
も
堂
々
と
し
た
講
師
ぶ
り
を
発
揮
。

弱
み
を
逆
手
に
取
っ
て
強
く
生
き
る
意
志

の
大
切
さ
や
、
人
生
思
い
ど
お
り
に
行
か

な
い
厳
し
さ
な
ど
を
生
徒
た
ち
に
力
強
く

伝
え
ま
し
た
。

大
下
副
会
長
の
課
外
授
業
を
受
け
た
生

徒
の
一
人
は
後
に
こ
ん
な
感
想
を
残
し
ま

し
た
。『
た
だ
た
だ
運
送
業
に
つ
い
て
の

話
か
と
思
っ
た
ら
、
人
生
観
の
よ
う
な
話

だ
っ
た
。
で
も
、
す
ご
く
う
な
ず
け
る
よ

う
な
話
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
自
分
と
し
て

は
、
ま
っ
た
く
退
屈
し
な
か
っ
た
。
人
生

は
　
川
　
で
あ
っ
て
、
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
も
あ
れ
ば
、
す
ご
く
う
ま
く
い
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
っ
て
言
う
話
が
特
に

印
象
に
残
っ
た
。
こ
う
い
う
機
会
は
め
っ

た
に
な
い
の
で
し
っ
か
り
勉
強
に
な
っ
た

と
自
分
の
中
で
は
思
っ
て
い
る
』。

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
今
回
の
課
外
授
業

は
、
人

生
の
先

輩
た
ち

か
ら
生

き
た
学

び
を
得

る
貴
重

な
機
会

に
な
っ

た
よ
う

で
す
。
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関
連
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
同
時
審
議
す
る

よ
う
求
め
、
執
行
部
が
一
括
し
て
説
明
を

行
い
三
つ
の
提
案
を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
二
年
度
収
支
補

正
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件

第
三
号
議
案
　
平
成
二
十
三
年
度
会
費
賦

課
基
準
（
案
）
お
よ
び
徴
収
方
法
（
案
）

承
認
の
件

第
四
号
議
案
　
商
工
会
法
女
性
部
全
国
組

織
化
四
十
五
周
年
記
念
広
島
県
大
会
の

負
担
金
賦
課
基
準
及
び
徴
収
方
法
（
案
）

承
認
の
件

平
成
二
十
三
年
度
は
『
商
工
会
女
性
部

全
国
組
織
化
四
十
五
周
年
』
の
記
念
す
べ

き
年
で
、
広
島
県
女
性
連
は
引
き
続
き
来

年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
　
地
域
の
か
け

橋
、
笑
顔
で
つ
な
ぐ
商
工
会
女
性
部
　
に

定
め
、
よ
り
積
極
的
な
事
業
展
開
を
進
め

る
た
め
の
基
本
方
針
を
策
定
。
第
二
号
議

案
の
来
年
度
計
画
案
で
は
、
今
年
度
同
様

に
研
修
会
の
開
催
・
参
加
、
組
織
の
強

化
・
拡
充
事
業
、
関
連
事
業
の
推
進
、
女

性
部
地
域
再
生
型
提
案
公
募
事
業
な
ど
八

項
目
に
重
点
的
に
取
り
組
む
案
が
提
案
さ

れ
た
ほ
か
、「
商
工
会
女
性
部
全
国
組
織

化
四
十
五
周
年
記
念
事
業
」
の
事
業
内
容

の
確
認
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

安
佐
北
区
真
亀
の
広
島
市
立
落
合
中
学

校
で
二
月
十
四
日
、
一
年
生
を
対
象
に
し

た
課
外
授
業
「
職
業
人
の
話
を
聞
く
会
」

が
行
わ
れ
、
高
陽
町
商
工
会
の
会
員
が
授

業
の
講
師
に
招
か
れ
ま
し
た
。
中
学
生
の

職
業
観
や
勤
労
観
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
一
環
で
、
講
師
に
迎
え
ら
れ
た
四
人

の
商
工
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
教
壇
に
立
ち
、

生
徒
た
ち
に
働
く
こ
と
の
意
義
や
目
的
、

大
切
さ
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

同
校
か
ら
の
講
師
派
遣
要
請
を
同
商
工

会
は
、「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
で

育
て
て
い
こ
う
」
と
快
諾
。
地
域
の
産
業

振
興
で
強
み
を
発
揮
す
る
商
工
会
が
、
地

元
の
教
育
振
興
に
も
貢
献
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

同
校
は
派
遣
要
請
の
際
、
講
師
の
条
件

を
お
お
ま
か
に
指
定
。
①
大
工
・
庭
師
・

板
前
な
ど
で
見
習
い
か
ら
経
験
し
成
功
し

た
人
②
女
性
の
会
社
経
営
者
③
若
手
の
農

林
水
産
業
者
④
配
送
・
運
送
業
経
営
者
の

四
つ
で
、
同
商
工
会
は
会
員
事
業
所
の
中

か
ら
条
件
に
見
合
っ
た
経
営
者
を
人
選
。

四
人
の
商
工
会
員
を
課
外
授
業
に
派
遣
し

ま
し
た
。
講
師
に
選
ば
れ
た
の
は
、
深
川

運
送
有
限
会
社
　
代
表
の
大
下
秀
明
同
商

工
会
副
会
長
（
配
送
・
運
送
業
経
営
者
代

表
）、
株
式
会
社
び
は
ー
ら
　
専
務
の
大

瀬
戸
紫
苑
子
同
商
工
会
女
性
部
長
（
女
性

大下秀明副会長の授業風景

商
工
会
員
が
課
外
授
業
の
講
師
に

地
元
中
学
校
の
要
請
に
応
え
、

商
工
会
が
地
域
の
教
育
支
援
を
目
的
に

四
人
の
商
工
会
員
を
派
遣

高 陽町
商 工会

〝

〞

〝

〞

〝

〞

〝

〞
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廿
日
市
市
佐
伯
地
域
に
残
る
石
畳
の
古

道
　
津
和
野
街
道
　
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

手
づ
く
り
洋
菓
子
が
昨
年
末
の
発
売
以

来
、
じ
わ
じ
わ
と
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

開
発
し
た
の
は
、
廿
日
市
市
栗
栖
に
あ

る
　
清
流
厨
房
せ
せ
ら
ぎ
ぶ
ん
こ
う

。

竹
本
広
志
オ
ー
ナ
ー
夫
妻
が
二
人
三
脚
で

切
り
盛
り
を
し
、
今
年
で
十
四
年
目
を
迎

え
る
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
和
食
か

ら
洋
食
ま
で
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
揃

え
、
手
づ
く
り
ワ
ッ
フ
ル
の
お
い
し
い
お

店
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

羅
漢
峡
古
道
ワ
ッ
フ
ル
　
の
開
発
は
、

地
元
の
佐
伯
商
工
会
か
ら
の
打
診
が
き
っ

か
け
。
昨
年
六
月
、「
地
元
ら
し
さ
が
感

じ
ら
れ
る
新
し
い
観
光
土
産
品
を
」
と
持

ち
か
け
ら
れ
、
新
商
品
の
開
発
に
着
手
す

る
こ
と
に
な
っ
た
竹
本
オ
ー
ナ
ー
は
、
長

年
培
っ
て
き
た
既
存
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー

ス
に
新
コ
ン
セ
プ
ト
の
ワ
ッ
フ
ル
を
開
発

す
る
こ
と
で
、
新
市
場
の
開
拓
を
実
現
し

よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

約
半
年
間
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
の
末
に

辿
り
着
い
た
の
は
、
斬
新
で
独
創
的
な
ア

イ
デ
ア
に
満
ち
た
ワ
ッ
フ
ル
で
し
た
。
凹

凸
感
の
あ
る
ワ
ッ
フ
ル
模
様
で
津
和
野
街

道
の
石
畳
を
表
現
。
さ
ら
に
個
性
的
な
の

が
、
洋
菓
子
と
い
う
枠
に
捉
わ
れ
な
い
素

材
選
び
の
妙
。
竹
本
オ
ー
ナ
ー
が
着
目
し

た
の
は
、
宮
島
産
カ
キ
エ
キ
ス
入
り
の
醤

油
、
佐
伯
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
吉
和
産
古

代
米
。
足
元
に
眠
る
地
域
資
源
に
改
め
て

価
値
を
見
出
し
原
材
料
と
し
て
生
か
す
こ

と
で
、
地
域
色
豊
か
な
観
光
土
産
品
と
し

て
の
価
値
を
高
め
る
と
同
時
に
、
地
域
産

品
の
消
費
拡
大
に
貢
献
し
よ
う
と
考
え
ま

し
た
。

今
年
一
月
に
は
、
既
存
技
術
を
生
か
し

て
新
市
場
開
拓
を
実
現
し
た
と
し
て
、

「
地
域
農
産
物
等
を
使
っ
た
　
羅
漢
峡
古
道

ワ
ッ
フ
ル
　
の
開
発
」
で
経
営
革
新
計
画

の
承
認
を
取
得
。「
更
に
は
、
県
連
合
会

の
販
路
開
拓
支
援
事
業
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
の
作
成
、
ま
た
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ

ら
ざ
で
の
販
売
支
援
を
賜
り
、
今
後
順
調

に
売
り
上
げ
を
伸
ば
せ
ば
、
設
備
投
資
を

図
っ
て
販
路
拡
大
も
目
指
し
た
い
」
と
、

竹
本
オ
ー
ナ
ー
の
夢
も
広
が
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
清
流
厨
房
せ
せ
ら
ぎ

ぶ
ん
こ
う

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
二
九
）
七
二
―
二
七
二
八

隠
れ
た
地
元
食
材
の
掘
り
起
こ
し
と
普

及
拡
大
に
取
り
組
む
江
田
島
市
商
工
会

が
、
江
田
島
市
大
柿
町
の
江
田
島
市
大
柿

公
民
館
で
二
月
末
、
女
性
部
員
を
対
象
に

し
た
「
地
元
食
材
を
活
用
し
た
新
し
い
料

理
メ
ニ
ュ
ー
創
作
の
た
め
の
講
習
会
」
を

開
き
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
に
つ
な
が
る

食
材
と
し
て
同
商
工
会
が
注
目
し
て
い
る
、

地
元
産
　
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
　
と
　
す
っ
ぽ

ん
　
の
創
作
料
理
の
調
理
方
法
を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
開
い
た
も
の
で
、
約
十
人
の

女
性
部
員
が
地
元
食
材
を
使
っ
た
創
作
料

理
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

自慢の“羅漢峡古道ワッフル”と
オーナー夫妻

〝〝
古
道
古
道（
こ
ど
う
）

（
こ
ど
う
）ワ
ッ
フ
ル

ワ
ッ
フ
ル
〞

  
召
し
上
が
れ

召
し
上
が
れ

〝
古
道（
こ
ど
う
）ワ
ッ
フ
ル
〞

  
召
し
上
が
れ

「
地
域
農
産
物
等
を
使
っ
た〝
羅
漢
峡
古
道
ワ
ッ
フ
ル
〞

の
開
発
」
で
経
営
革
新
計
画
を
取
得

清
流
厨
房

せ
せ
ら
ぎ

ぶ
ん
こ
う

食
の
話
題
づ
く
り
目
指
し
、

女
性
部
員
が
地
域
資
源
を
活
用
し
た

創
作
料
理
の
調
理
方
法
を
学
ぶ

江田島市商工会女性部

地
域
産
品
の
メ
ジ
ャ
ー
化

地
域
産
品
の
メ
ジ
ャ
ー
化

女
性
部
が
支
援

女
性
部
が
支
援

地
域
産
品
の
メ
ジ
ャ
ー
化

地
域
産
品
の
メ
ジ
ャ
ー
化

女
性
部
が
支
援

女
性
部
が
支
援

地
域
産
品
の
メ
ジ
ャ
ー
化

女
性
部
が
支
援

〝

〞

〝

〞

〝

〞

〝

〞

〝

〝

〞

〞

団体割引適用で、一般契約に比べ割安

加入時の医師の診査は原則不要。いつでも加入できます。

有利な保険料1

てん補期間は最長１年間（免責期間７日間）ロングな補償2

国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償ワイドにサポート3

天災が原因のケガによる休業も補償安 心 の 補 償4

簡 単 手 続 き5

病気やケガで働けない間、最高１年間月々の所得をワイドに補償します。

　
当
会
で
は
、
独
占
禁
止
法
、
下
請
法
の
相
談

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
内
容
、
ご
希
望
に

よ
り
公
正
取
引
委
員
会
の
窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。

　○
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

◆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
内
容
が
独
占
禁
止
法
に

違
反
？

◆
親
事
業
者
が
代
金
を
不
当
に
減
額
し
て
い
る
。

買
い
た
た
き
に
あ
っ
て
い
る
。
下
請
法
違
反

じ
ゃ
な
い
の
？

　お
問
い
合
わ
せ
は

◎
広
島
県
商
工
会
連
合
会

　
代
表
　
０
８
２
（
２
４
７
）
０
２
２
１

◎
公
正
取
引
委
員
会
中
国
支
所
総
務
課

　
代
表
　
０
８
２
（
２
２
８
）
１
５
０
１

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

独
占
禁
止
法
相
談
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こ
の
講
習
会
は
、
地
域
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
地
元
食
材
の
周
知
を
図
る
た

め
に
、
イ
ベ
ン
ト
活
動
に
関
わ
る
機
会
が

多
い
女
性
部
員
に
創
作
料
理
の
調
理
方
法

を
習
得
し
て
も
ら
い
、
実
際
に
提
供
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
。
講
師

と
し
て
招
か
れ
た
広
島
市
内
の
飲
食
店
事

業
者
ら
が
下
準
備
し
た
食
材
を
使
い
、
女

性
部
員
が
講
師
考
案
の
レ
シ
ピ
に
添
っ
て

創
作
料
理
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

女
性
部
員
が
挑
戦
し
た
の
は
、

カ
キ

の
鉄
板
焼
き
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
ソ
ー
ス
　
と

●
江
田
島
す
っ
ぽ
ん
う
ど
ん
　
の
二
作
品
。

女
性
部
員
は
支
部
ご
と
二
、
三
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
細
か
な
手
順
や
分
量

が
記
さ
れ
た
レ
シ
ピ
片
手
に
、
互
い
に
協

力
し
合
い
な
が
ら
調
理
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
講
習
会
に
参
加
し
た
広
島
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会
の
井
上
文
江
会
長
は
、

「
当
初
は
す
っ
ぽ
ん
に
抵
抗
を
感
じ
た
が
、

下
ご
し
ら
え
済
み
の
食
材
で
調
理
す
る
な

ら
簡
単
」
と
自
信
を
得
た
様
子
。

参
加
し
た
女
性
部
員
は
講
習
会
で
得
た

経
験
を
各
所
属
支
部
に
持
ち
帰
り
、
部
員

間
の
情
報
共
有
を
進
め
て
い
く
予
定
。

「
今
日
は
お
い
し
か
っ
た
で
終
わ
っ
て
は

い
け
な
い
。
商
工
会
の
一
員
と
し
て
地
元

食
材
の
発
信
に
一
役
買
い
た
い
」
と
井
上

会
長
。
女
性
部
員
た
ち
は
今
後
、
地
元
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
講
習
会
の
レ
シ
ピ
を
も

と
に
再
現
す
る
味
を
　
江
田
島
の
新
名

物
　
と
し
て
売
り
出
し
、
地
元
食
材
の
魅

力
を
広
く
地
域
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

Ｂ
級
グ
ル
メ
で
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
広
島
県
央
商
工
会
青
年
部
豊
栄
支
部

が
地
元
食
材
を
生
か
し
た
ご
当
地
丼
を
開

発
し
ま
し
た
。
原
材
料
は
す
べ
て
地
元
産

を
使
用
し
た
丼
料
理
で
、
地
元
が
広
島
県

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
こ
と
に
ち
な
ん

で
　
へ
そ
丼
　
と
命
名
。

卵
か
け
ご
飯
に
食
べ
る
具
入
り
ラ
ー
油

を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
シ
ン
プ
ル
な
丼
料

理
。
お
米
（
二
㎏
）、
鶏
卵
（
十
個
）、
食

べ
る
具
入
り
ラ
ー
油
（
百
四
十
ｇ
）、
卵
か

け
ご
飯
専
用
醤
油
（
二
〇
〇
裨
）
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
、
一
セ
ッ
ト
十
人
前
で
二
〇

〇
〇
円
。
豊
栄
産
米
の
ご
飯
の
上
に
新
鮮

卵
を
乗
せ
、
地
元
産
椎
茸
が
た
っ
ぷ
り

入
っ
た
ピ
リ
辛
の
具
入
り
ラ
ー
油
を
添
え

て
、
好
み
に
応
じ
て
専
用
醤
油
を
足
す
だ

け
の
手
軽
さ
が
受
け
て
い
ま
す
。

昨
年
九
月
に
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
で
開

か
れ
た
「
東
広
島
特
産
フ
ェ
ア
」
で
、
部

員
の
一
人
が
、
隣
接
の
福
富
町
で
売
り
出

し
中
の
エ
ゴ
マ
入
り
の
食
べ
る
ラ
ー
油
の

販
促
ポ
ッ
プ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
が
開

発
の
き
っ
か
け
。
部
員
た
ち
は
地
元
ら
し

さ
が
詰
ま
っ
た
丼
料
理
の
構
想
に
取
り
掛

か
り
、
丼
開
発
の
主
要
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た

高
光
哲
哉
さ
ん
と
、
エ
ゴ
マ
入
り
の
食
べ

る
ラ
ー
油
の
開
発
者
で
、
同
商
工
会
青
年

部
福
富
支
部
所
属
の
石
川
弘
之
さ
ん
が
、

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
主
催
の
「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」
で
マ
ッ
チ

ン
グ
の
機
会
を
得
た
こ
と
が
、
丼
開
発
に

弾
み
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
き
っ
か
け
に
、

石
川
さ
ん
の
エ
ゴ
マ
入
り
ラ
ー
油
を
ヒ
ン

ト
に
し
て
、
部
員
た
ち
は
地
元
産
原
木
椎

茸
を
使
っ
た
丼
料
理
専
用
の
食
べ
る
具
入

り
ラ
ー
油
を
開
発
。
地
元
で
養
鶏
場
を
営

む
高
光
さ
ん
が
育
て
た
安
心
安
全
な
お
米

と
卵
を
組
み
合
わ
せ
て
、
へ
そ
丼
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
同
じ
青
年
部
に
所
属
し
て

い
な
が
ら
支
部
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
お

互
い
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る

交
流
が
得
ら
れ
な
い
で
い
た
の
を
県
青
連

が
後
押
し
し
た
格
好
で
す
。

完
成
後
に
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
か
ら

取
材
の
申
し
込
み
が
殺
到
。
自
信
を
得
た

部
員
た
ち
は
、「
へ
そ
丼
を
広
め
て
、
豊

栄
の
元
気
再
生
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
」

と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
高
光
養
鶏
場
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
二
）
四
三
二
―
三
二
二
四

商
工
会
青
年
部
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

地
元
ら
し
さ
に
こ
だ
わ
っ
た
丼
料
理
を
開
発

〝〝
へ
そ
丼

へ
そ
丼
〞デ
ビ
ュ
ー

デ
ビ
ュ
ー

〝
へ
そ
丼
〞デ
ビ
ュ
ー

広
島
県
央
商
工
会
青
年
部
豊
栄
支
部

〝

〝

〞

〞

〝

〞

〝

〞

蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六
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けがによる死亡・後遺
障害、入院、手術、通
院を補償します。

疾病による入院、手術
等を補償します。注１

がん・けが・疾病によ
る入院、手術等を補償
します。

注１：「病気」の補償は「けが」の補償に加入されている方のみがお申込みいただけます。

「けが」の
補償

「病気」の
補償

「がん」
重点補償

けが・病気・がんにしっかり備えるけが・病気・がんにしっかり備えるけが・病気・がんにしっかり備えるけが・病気・がんにしっかり備えるけが・病気・がんにしっかり備える
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